



題 目 連続積層賦形法によるプラスチックGRIN レンズの新規製造法
学位論文の概要及び要旨
屈折率分布型レンズ（Gradient Index Lens, GRIN レンズ）は，均質レンズには無い優れた光学設計
上の特性を有しており，新規な光学素子として，特に光情報処理や光通信分野で利用されている．円








































て， MMA とBzMA をモノマ一成分とするポリマー溶液の拡散物質移動を数値解析し，ファイパーの
屈折率分布に与える高揮発成分の蒸発の影響，日武形膜厚の影響， 3層賦形ファイパーへの拡張などに
関する検討を行った．
本法によるGRIN レンズの実用的生産を目指して設計された10層賦型装置を用いて， GRIN ファイバ
ーを作製し，屈折率分布の測定を行うとともに，ファイパーを切削加工してレンズアレーを作製し，
MTF 等の光学特性を測定して実用化への可能性を検討した．
